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１．大規模地震発生時の学校の対応について      
 
 時間帯や児童の状態によって対応の仕方を示しました。学校は、地域の方の避難所となります

ので、大規模地震が発生したときは、学校の職員室が緊急連絡本部となります。情報収集、状況

確認、連絡発信を行います。また、多くの人が避難してくることが予想されます。時間帯や教員

の出勤状況によっては、少人数での対応となります。そういう場合においても、児童の安全確保

を最優先し、最善を尽くします。どうぞ、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 ☆ 児童の安全確保を第一に対応します。 

 ☆ 児童がけがをしている場合、応急処置に努めます。 

 ☆ ショックを受けている児童の心のケアに努めます。 

 ☆ 大きな災害が予想される場合は、安全を確保するため、保護者   

に引き渡すまでお子様をお預かりいたします。 

 

  

２．保護者の方へのお願い              
 
◎ 緊急時、学校として最も頼りになるのは、ＰＴＡ及び地域の方々です。緊急時の対応、安否

確認、連絡等にご協力をいただきます。よろしくお願いいたします。 

◎ 緊急時にお子さんとどのように連絡を取り合うか、また、家族の集合場所はどこか、など、 

できるだけ早く、避難先や避難時の持ち出す物などを家族で話し合い、その結果を親子で確認 

しながら記入してください。       （災害時チェックは、１０ページ・1１ページ） 

 また、災害伝言ダイヤル「１７１」や災害伝言板のやり方を習得しておいてください。 

                                資料９ページ参照 

 

  ・日頃から、通学路の危険な場所を親子で確認しておきましょう。 

  ・保護者以外の引き取り人の名前を教えておいてください。 

  ・引き取り人の中で最低一人はすぐにかけつけることのできる近所の方をお願いしておいて 

   ください。 

 

 我が家の避難先メモ  

家族の集合場所は？： 

一時避難場所は？： 

広域避難場所は？： 

引き取り人の名は？： 
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３．登下校中に大規模な地震（震度５強以上）が発生した場合                                          
 

  ① 自分の身を守る。一時避難をする。 
 

 ・おちてこない たおれてこない 物が移動してこない 安全なところをさがす。 

 ・しゃがんで頭部を守り、けがをしないよう危険を回避します。 

 ・近くにブロック塀や電柱などの危険物があるとき、建物から割れた窓ガラスが落ちてきそう 

 なときは、その場から離れます。 

 

  ② 自宅にもどるか 学校に向かうか判断する。 
 

   ＜判断基準＞ 

 ・自分のいる場所が  自宅に近い・学校に近い 

 ・保護者が自宅に      いる・いない 

 ・最寄りの避難場所、公園などの安全な場所が  近い・遠い 
 

 ※ どのような行動をとるべきか学校において指導しますが、家庭においてもよく話し合っ 

  てください。 

 

  ③ 安否の確認 

 

 ・学校にいる児童や下校後学校に避難してきた児童、学童の児童について確認します。 

 ・一斉メール配信により、学校にいるお子さんの状況や学校の対応、お願いについてお伝えい 

 たします。 

 ・自宅にお子さんがいる場合、保護者の方は学校にお子さんの状況をご連絡ください。必要に 

 応じて、担任が自宅を訪問し、安否の確認をいたします（※） 

 ・一定時間、通学路の各場所に教員が立ちます（※）  

  必要に応じてＰＴＡ、町会、自治会の方々にご協力をお願いし、通学路や学区域の安全確認 

 やお子さんの安否確認をお願いすることがあります。 
 
（※）教員、町会、自治会の体制が整わない場合や被害状況によっては対応できない場合もあります。 

 

  ④ 保護者への児童の引き渡し 

 

 ・学校にいる児童について、保護者の方が来校していただいた時、引き渡しを行います。 

 ・一定時間が経過し、地震がおさまった後、緊急連絡カードに記入されている緊急時の引き取 

 り者に連絡します。 

 ・引き取り者が来校するまでは、学校でお子さんをお預かりいたします。保護者以外の方で 

 緊急時の引き取り者に記入してある方であることを確認して引き渡します。 

 

 ※ 危険防止のため、自転車・自動車でのご来校はできません。 
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４．学校で大規模な地震（震度５強以上）にあった場合 
 

  ① 自分の身を守る。 
 
 ・おちてこない たおれてこない 物が移動してこない 安全なところをさがす。 

 ・緊急地震速報を聞き、あと○○秒でできること（危険回避行動）を行います。 

 ・教室にいる場合、防災ずきんをかぶり、机の下にかくれ、 

 頭部を守ります。 

 ・校庭にいる場合は、校舎から離れ、中央に集まります。  

  ・担任は、児童の安否確認を行います。結果を管理職に知らせます。 

 

  ② 校庭に一時的に避難します。……一時避難場所指定となっています 

   ※ 但し、火災発生の有無、気象状況、周辺の状況等により、教室で待機したり、 

     広域避難場所へ避難することもあります。 
 

 ・担任及び専科、近くの教員の指示をしっかり聞きます。 

 ・校内放送により、おさない かけない しゃべらない もどらない の約束を守り、校庭

に避難します。 

 ・人数確認、児童の状態（怪我をしていないか、心理状態はどうか）を確認します。 

 

  ③ 保護者に引き渡すまでの安全確保、待機 

 

 ・状況により、校庭にとどまるか、校舎内にもどるか、指示します。 

 ・一斉メール配信により、学校にいるお子さんの状況や学校の対応、お願いについてお伝え 

 いたします。 

 ・病気などで自宅にお子さんが一人でいる場合、保護者の方は学校にお子さんの状況を連絡し 

 てください。担任が自宅を訪問し、安否の確認をいたします。   
 

  ※ 被害状況や教員の体制が整わない場合、訪問できない場合もあります。 
 

  ④ 保護者への児童の引き渡し 
 

 ・荒川区において、震度５強の地震が発生したと報道された場合、保護者の皆様はメール等 

 の連絡が無くても、来校していただき引き取りをお願いします。 

 ・一定時間が経過し地震がおさまった後、｢緊急連絡カード｣に記入されている緊急時の引き取 

 り者に連絡します。 

 ・引き取り者が来校するまでは、学校でお子さんをお預かりいたします。保護者以外の方の場 

 合、緊急時の引き取り者に記入してある方であることを確認して引き渡します。 
 

  ※ 危険防止のため、自転車・自動車でのご来校はできません。 

 

 

状況によっては、引き渡し後でも、一緒に避難する時もあります。その場合は、学校の指示を

聞いていただくと同時に、児童の安全確保にご協力をお願いいたします。 
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５．長期に渡って、学区域外に避難するとき       
 

 ・学校に避難先をお知らせください。 

 ・電話が通じないときは、巻末のはがきを投函して 

  お知らせください。 

 

            ＜長期避難先連絡ハガキ＞ 

              以下の事を学校にお知らせください。 
 

 

・児童名   学年 組 

・安否状況 

・避難先住所  電話番号  

・避難先のお宅の名前 

・誰と避難するのか  

・いつ頃まで避難していて、 

 いつ頃戻ってくる予定か 
 

６．電話がつながらない、メールが届かない等連絡できないとき 
 

 状況によっては、ライフライン停止により情報が伝わらなかったり、連絡できなくなったりする場

合があります。そういった時でも、児童の安全を第一に考え対応してください。 

 

７．震度４以下でも､余震が継続的に続いているとき   
 

 震度４以下の地震が発生した場合、原則、学校は通常授業とします。 

 登校前に地震が発生したときは、状況によっては保護者の判断でお子さんの登校を遅らせても

かまいません。その場合遅刻扱いにはいたしませんので、ご承知ください。ただし学校への連絡

をお忘れなくお願いいたします。電話が通じない場合がありますが、遅くなっても必ずご連絡く

ださい。 
 

８．学校にいる時に「南海トラフ地震に関する情報」が発表された場合 
 

※「南海トラフ地震に関する情報」が発表されても、すぐに大規模な地震がくるとは限りません。 

※かつては、「東海地震 警戒宣言が発令された場合」という設定でした。しかし、２０１７年１１月より、 

 「南海トラフ地震に関する情報」が内閣から発表されることになったことを受け、このような設定に変更

しました。 

 

〇通常どおりの授業を継続しつつ、地震発生時に安全で迅速な対応ができるよう

にします。 

・落下防止、転倒防止の確認をする。 

・常時避難体制をとる。 

・学習活動の制限をする。 （例）火気を扱う授業は避ける。校外学習は行わない。 

・学校と家庭との連絡手段の確認をする。 
 

※「南海トラフ地震」 

東海から九州太平洋側にかけて発生する可能性が高まっている東北地方太平洋沖地震（東日本大

震災）と同じ規模の大地震。太平洋沿岸で、大津波の恐れがある。今後３０年以内に震度６弱以上の

揺れに見舞われる確率が、荒川区は高い。また、地震があった場合の建物倒壊危険度、火災危険度

がかなり高く予想されている。 
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９．家にいる時に「南海トラフ地震に関する情報」が発表された場合 
 

〇地震に関する情報を常に確認しつつ、平常の生活を送ってください。 

 

１０．学校が避難所となったとき          
 

◎ 荒川区防災計画に基づき、区長の避難所開設指令により本校は避難所となります。また被害 

の状況によっては、開設指令が出される前に、地域住民によって開設される場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

荒川区災害対策本部 

 教 育 委 員 会 

 関 係 諸 機 関 

 

 

 

避難所運営本部 

     南 千 住 協 和 会         

     南千住二丁目町会 

 

 

 

学校  校長・副校長 

         教職員 

 ＰＴＡ会長・ＰＴＡ役員 

 

 

 

 

 

       

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童安全確保 
 

教育活動再開

に向けた準備 

 

 

 

 

 

 

 庶務班 

町会・学校 

 

 

 

 

 

 

 物資班 

町会・学校 

 

 

 

 

 

 

救護・衛生班     

町会・学校 

 

 

 

 

 

 

施設管理班

町会・学校 

 

 

 

 

 

 

  ① 昼間、子供たちが学校にいる時間に避難所を開設する場合 

 

 ・初動期は、避難所運営のリーダーシップをとり、区と連携して学校災害対策本部を設置し、 

 対応にあたります。 

 ・避難所運営本部が発足し、組織体制が固まったら、運営主体を地域住民に移行します。学校 

 は、運営担当業務に積極的に協力しながらも、本来の業務である教育活動の早期再開に向け、 

 活動していきます。 

 ※ 避難所運営本部として、各担当を町会と学校が事前に協議しておくことが必要です。 

 

  ② 学校に教職員がいないとき開設する場合（緊急時） 

 

 ・本校担当の町会には、区より玄関の鍵を預けています。（南千住２丁目町会） 

 ・地域住民協力者（ＰＴＡ会長）も、鍵を持っています。 

 

※ 校舎内の鍵がなく校内には入れない場合は、児童下駄箱にある入校口の窓

を割って校内に入れます。   
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１１．学校にいる時に風水害の警報等が発表された場合  
１ 基本的対応 

（１）台風等による区内荒天時   

① 気象警報等が発令された時等、荒天が予想される場合は、事前に休校等になります。 

② 児童が在校中の時間帯に荒天に見舞われた場合は、児童の身の安全を最優先します。 

③ 集中豪雨に伴う内水氾濫（下水の処理能力を超えて、マンホール等から水が溢れる等）は、浸

水が発生しても短時間で浸水が引くため、必要に応じて２階以上へ避難します。 

 

（２）荒川の氾濫による大規模水害時 

① 台風等による荒川区内の荒天時と同様に、事前に休校になります。 

② 一定程度危険が高まった際には、在校児童について保護者による引き取りをお願いします。 

③ 引き渡しが完了するまでの間、児童は学校で保護し、洪水到達前に学校内の上層階へ避難しま

す。 

              

２ 風水害における防災体制 

 （１）児童が学校にいる場合 

基準となる発令 

(学校所在地において) 

児    童 

警戒レベル３以下 

○大雨・洪水・高潮注意報 ○大雨・洪水警報 

○高潮注意報  ※「避難準備・高齢者等避難開始」を除く 

・通常通り授業を継続する。 

 

※警戒レベル３のうち「避難準備・高齢者等避難開始」が発令された場合、または警戒レベル４そう

とうの発令がされた場合は、荒川の氾濫による浸水に備え、次の体制へ移行する。 

○避難準備・高齢者等避難開始 

（警戒レベル３相当） 

引き渡し開始 

 

・保護者引き取りにより下校し、各家庭で区の

防災計画の則り、避難する。 

・引き取り完了または、避難勧告等が解除され

安全が確認できるまで、原則として学校で保

護する。 

警戒レベル４ 

○避難勧告、避難指示  ○土砂災害警戒情報 

○高潮警報 等 

 

警戒レベル５ 

○災害発生情報     ○大雨特別警報等 

上階へ避難 
 

・教職員とともに避難する。 

（２）休日・夜間の場合 

「避難準備・高齢者等避難開始」の発令が解除されるまで、学校は休校とします。 

 

（３）登下校途中の場合 

・登校途中に「避難準備・高齢者等避難開始」を知った場合は、児童はそのまま登校します。 

・下校途中に「避難準備・高齢者等避難開始」を知った場合は、児童はそのまま下校します。 
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第二瑞光小学校 避難所開設時 校舎活用図  令和５年度版 

年度により普通教室の使用学年は変わりますが、避難時の活用方法は、基本的に変わりません。 
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 科 
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児童靴箱 
 

  入校口 
 
 

                       １階  
 
安全 

ステーション 
                                         

 
主事室 

 

 
 
 

 

   

 
 

 

 便所    
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 災害伝言ダイヤル「１７１」 

 

携帯電話「災害伝言板」 

        (携帯会社によって、違います。調べて家族で共有できるよう把握しておきましょう) 
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避難の時 持ち出す物は？ 

  何がいるかな？ お家の人といっしょにチェックしてみましょう 

 

チェック欄 

 

持ち出す物 

 

置いてある場所 
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災害時 チェックシート チェック 

登下校中に大規模な地震（震度５程度以上）が発生したときの対応が分かった。 

 

 

児童が学校にいるときに大規模な地震（震度５程度以上）が発生したときの対応が

分かった。 

 

長期に渡って、学区域外に避難するとき、何らかの方法で、学校に連絡することが

分かった。 

 

南海トラフ地震に関する情報が発表された場合の対応が分かった。 

。 

 

学校にいる時に風水害の警報等が発表された場合の対応が分かった。  

災害時の情報収集や伝言板・伝言ダイヤルのやり方が分かった。 

 

 

大規模災害が発生したときは、保護者・地域・学校の協力体制が必要なことが分か

った。 

 

 

災害時、安否をすぐ確認したい人 確認方法 
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ライフライン・インフラ等への影響        
 

震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、

ガス、水道、電気の供給が停止することがある。 

 

 

ガス供給の停止 

 

 

 

安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５程度以上の揺

れで遮断装置が作動し、ガスの供給を停止する。 

さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止ま

ることがある。 

 ※復旧時に備え、ガス栓を閉めておく。  

 

断水、停電の発生 

 

震度５程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生することがある 

 ※復旧時に備えスイッチを切る。蛇口を閉めておく。 

 

鉄道の停止、 

高速道路の規制等 

 

 

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道・高速道路などで安全確認の

ため、運転見合わせ・速度規制・通行規制が、各事業者の判断によって行わ

れる。（安全確認のための基準は、事業者や地域によって異なる。）   

※大災害時は、車を端に寄せ、鍵をつけたまま避難する。 

 

 

 

 

電話等通信の障害 

 

 

 

地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電話・イン

ターネット等による安否確認・見舞い・問合せが増加し、電話等がつながり

にくい状況が起こることがある。 

そのための対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の

発生時に、通信事業者により災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供

が行われる。   

 ※使用法はＰ８参照 

 

 

エレベーターの停止 

 

 

地震管制装置付きのエレベーターは、震度５程度以上の揺れがあった場合、

安全のため自動停止する。運転再開には、安全確認などのため、時間がかか

ることがある。  

 ※災害時、高層階からの避難は、階段を使う。 
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参考資料 荒川区避難者カード（見本） 
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    黄色いこのシールで、各ご家庭の家族の状況がわかるようにします。 
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＜長期避難先連絡ハガキ＞ 
                         切り取ってお使いください 

                郵  便  は  が  き 
 第二瑞光小学校（   ）年（  ）組          

 
 

 

児童氏名・保護者氏名 
 

 

 
 

 は、 

 安否状況 

 

 

  

・元気   

・負傷その他 下の（ ）に状況をご記入ください。 

（                                ） 

 

 

 

 長期間避難のため、 

 

 

 

 

避難先住所（○○方も明記）〒 - 

 

電話番号 

 

 

 

 

 へ 

 避難期間 
 

 
 
 

 

令和  年  月  日 ～ 
 
            令和  年  月  日 

 

 
 
まで 

 誰（氏名・続柄）と  

 

 

 

 

 

 

 その他の連絡事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この葉書を使わなくても、上記の内容は学校にご連絡ください。 
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＜長期避難先連絡ハガキ＞ 
            

                郵  便  は  が  き 

 

 

 

６３円切

手をお貼

り下さい 

 １  １  ６  ０  ０  ０  ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

災害時優先電話 第二瑞光小の番号 ３８０１－４７００ 

 

 
 

   荒川区立第二瑞光小学校 

        〒116-0003 

        住所：荒川区南千住５－８－１ 

        ＴＥＬ：０３－３８０１－４７００ 

        ＦＡＸ：０３－３８０１－９８０６ 
 

 

 

  

 

荒
川
区
南
千
住
五
ー
八
ー
一 

荒
川
区
立
第
二
瑞
光
小
学
校 

  
 

 
 

年 
 

担 
任 

行 
 

 
 


